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新日鐵住金株式会社（代表取締役会長兼ＣＥＯ：宗岡 正二 以下「新日鐵住金」）は、同社で生産す

る鉄鋼スラグを肥料メーカーに供給しており、同社の鉄鋼スラグ(*1)を利用した肥料については、ミネカル

２号等（製造・販売社：テツゲン）、てんろ石灰（製造・販売社：ミネックス）、ミネカル®・農力アップ®（製造・

販売社：産業振興）、良土良栽くん®（製造・販売社：広鉱技建）、くみあい珪鉄（製造・販売社：清新産業）、

含鉄肥料（製造・販売社：製鉄鉱業大分）が販売されております。 

 

新日鐵住金は、福島県相馬地域において東日本大震災に伴う津波被害農地の除塩対策に取り組ま

れる東京農業大学（学長：大澤 貫寿 以下「東農大」）の後藤教授らのグループに対して、復興支援の

観点を踏まえ、転炉スラグ肥料(*2)を約20トン無償提供し、研究に協力して参りました。同グループでは、

2011年5月よりイチゴハウス、同年9月より水田1.7haに対して転炉スラグ肥料を施肥した結果、同肥料が

迅速かつ効率的な除塩に極めて有効な方法であることが実証され、相馬方式（東京農大方式）を確立し

ております。 

 

福島県相馬地域では、津波被害農地の復興対策が開始され、2013年度以降も活動が継続される中

にあって、2013年度より、東農大、相馬市（市長：立谷 秀清）、ＪＡそうま（代表理事組合長：内藤 一）に

より立ち上げられた、「そうまプロジェクト」では、50ha程度の被災大規模農地で転炉スラグ肥料を活用し

た除塩対策の実証を計画しております。また、新日鐵住金は、同プロジェクトで使用する転炉スラグ肥料

の太宗について提供することを通して、復興事業へ貢献して参ります。 

 

新日鐵住金は、鉄鋼スラグを様々な用途で活用することによって自然資源の新規使用節約を推進す

るとともに、鉄鋼スラグ特有の優れた特性を活かす更なる用途開発を進めていく考えです。 

また、建築・土木向け鉄鋼製品の提供に加えて、鉄鋼スラグ製品の供給および適用技術の提案を通

して、東日本大震災からの復旧・復興に貢献して参ります。 

 

（注） 

(*1)鉄鋼スラグとは、鉄鉱石と石炭から鉄鋼を製造するプロセスにおいて、鉄以外の成分や成分調整

のための添加される精錬剤に由来し副次的に生産され、産出する工程により高炉スラグと製鋼ス

ラグがあります。セメント用、路盤材、土木用、コンクリート骨材、肥料等の用途に、生産量のほぼ

全量を販売・有効活用されています。 

(*2)転炉スラグは、高品質な鋼を製造するため成分調整を行う製鋼工程中の転炉工程において、石

灰等の精錬剤に由来して産出します。転炉スラグ肥料は、CaO（石灰）とSiO2（ケイ酸）を主成分と

し、MgO（苦土）、FeO（鉄分）やP2O5（リン酸）、MnO（マンガン）やＢ（ホウ素）といった肥料成分を含

有しています。 

  

 

東日本大震災における津波被災農地の除塩対策において転炉スラグ肥料が効果を発揮 

～福島県相馬地域での「そうまプロジェクト」にて転炉スラグ肥料の適用を拡大～ 

 



 

 

１． 転炉スラグ肥料の除塩効果（東京農業大学 後藤教授らのグループの研究成果） 

主催者     ： 東京農業大学 

    実施時期   ： 2011～2012年度 

    対象農地   ： 福島県相馬地域の水田 約1.7ha 

    施肥肥料   ： ミネカル®、良土良栽くん®、計約20トン 

    除塩効果   ： 水稲栽培可能な農地に早期に到達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１ 除塩処理前（未混層水田）        図２ 除塩処理後（混層水田）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図３ 転炉スラグを施用中の            図４ ２年ぶりの収穫 

津波被災水田 

 

２． そうまプロジェクト概要 

 相馬市では、津波被害を受けた農地約1,100haのうち、これまでに復興を果たした農地は140ha程度

で、2013年度以降も復興活動が継続されます。これまで国や福島県の復興事業による除塩のための

石こう資材としては、石こうや炭酸カルシウムが用いられ、転炉スラグ肥料の利用は限定的です。そこ

で、2013年度に50ha程度の被災農地で転炉スラグ肥料を活用した除塩対策の有効性を実証する「そ

うまプロジェクト」を計画いたしました。  

主催者      ： 東京農業大学、相馬市、ＪＡそうま 

実施時期    ： 2013年度 

対象農地    ： 福島県相馬地域の水田 約50ha 

施肥肥料    ： てんろ石灰、ミネカル®等、計約500トン 

    実証ポイント  ： 現状は復興指定資材ではない転炉スラグ肥料について、より迅速・効果的な 

資材としての有効性を大規模に確認 

 

【本件に対するお問い合わせ先】 

新日鐵住金株式会社 総務部広報センター TEL：03-6867-2146 

東京農業大学 生物応用化学科 TEL：03-5477-2310 

相馬市 産業部 農林水産課  TEL：0244-37-2152 

ＪＡそうま 営農経済部 営農企画課 TEL：0244-67-2702 

 
 

  


